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ロｰの彼の研究室は世界の地球化学の中

心と匁った.

ノルウエｰ地質学者の切手

倮�

1975年ノルウエｰで地質学者と題して1度に4種の切手カミ発

行された.世界でも初めてである.うち2人は目本でもよ

く知られている.

65:フオｰクトJohanHermanLieV0GT(!958-1932)

1886年クリスチニア大学冶金学の教授スラグの鉱物学的研究

から火成岩の結晶作用の研究に入り20世紀初頭におげる世界

岩石学の指導者だった.

85:ゴｰルドシュミットVictorMoritzG0LDscHMIDT

(1888-1947)191!年にクリスチャニア地方の接触変成作用の

研究によって岩石学に一時代を画した.1914年に後述のブレ

ッガｰの後任としてクリスチニア大学の結晶学･鉱物学･岩石

学の教授.その後地球化学･結晶化学の研究をはじ･めオス

分の!ノルウエｰ地質図とその説明書を出した

88年の死ぬまで大学の教授でもあった.

100:ヒェルルフTheodorK犯RU独

(1825-1888)ノルウエｰ初期の地質学者､

変成岩を研究してノルウエｰで初めて

岩石の顕微鏡記載を行った.1858年に

DA肌と共にスカンジナビア最初の地質

調査所をクリスチャニアに作り100万

1858年から

140:ブレツガｰWa1demarChrもtoferBRφGGER(1851-

1940)最初第四紀堆積物化石考古学の研究をしていたカミ

その後オスログラｰベンのアルカリ岩の研究を行いオスロフ

ィヨルド入QにあるLφマnというペグマタイトから出来た小

さい島でAegiri蛇をはじめとするたくさんのアルカリ鉱物

を記載した(A遣命は北欧神話に出る海の女神)由ストヅク

ホノレム大学教授から三890年にオスロ大学教授にな1コエ913年噴

有名な地質博物館を建てた.彼はアルカリ岩久)成思論に著名

で門下からゴｰルドシ皿ミットバｰト桂ど優れ危砦有学者

地球化学者が輩出し淀.

彼は長い間アカデミｰ会員で国会議員でもありナンセンのフ

ラム号探険の後援者としても著名であった.彼はLφvn島を

私有していて他の岩石学者のこの島に入ることを許さず死後

は大学に寄贈し走･今でもこの島に行くには大学の許可を必

要とし島には腕位の太さのエジリン輝石がネフェリンサイヤ

ナイトペグマタイトの中につっ立っているという.

(後二者については在ノルウェｰ太田昌秀氏の御教示による)�


